
令和５年度 東北農政局国営事業総合技術支援業務

国営浅瀬石川二期地区外部技術者派遣（第１回）

現地調査資料

（温湯左岸幹線用水路第２号水路橋）

令和５年１１月２０日（月）
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1. P1橋脚設計概要 既設照査

基本条件
橋脚形式 12.00 m

建設時道示

橋脚材料

基礎形式 1,180 kN

地盤種別 800 kN

液状化 1,180 kN
※死荷重反力・分担重量直角方向は水重含む。

分担重量橋軸方向は水重含まない。

レベル1地震時の既設照査（柱部）

作用値 許容値 判定

σc,σca N/mm2 4.6 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 119.6 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.067 ≦ 0.260 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 3.8 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 107.1 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.082 ≦ 0.189 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

※1 τmがτaを超過する場合はせん断補強筋を配置Aw>Awreq。

レベル2地震時の既設照査（柱部）

作用値 許容値 判定

基準設計水平震度 khc0
破壊形態 ×
設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 473 ≦ 538 ○

せん断耐力 Ps kN - - 1,286

塑性率 μ,μa 1.687 ≦ 2.049 ○

基準設計水平震度 khc0
破壊形態 ×
設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 835 ＞ 538 ×

せん断耐力 Ps kN - - 1,548

塑性率 μ,μa 6.781 ＞ 3.099 ×

基準設計水平震度 khc0

破壊形態 ×

設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 602 ≦ 1,166 ○

せん断耐力 Ps kN - - 1,784

塑性率 μ,μa 0.909 ≦ 2.083 ○

基準設計水平震度 khc0

破壊形態 ×

設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 1,311 ＞ 1,166 ×

せん断耐力 Ps kN - - 1,980

塑性率 μ,μa 3.835 ＞ 3.166 ×

橋軸方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 0.97 ≦ 1.20 ×

タイプⅠせん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,077 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,269 ○

直角方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 1.11 ≦ 1.20 ×

タイプⅠ せん断 S,Ps kN 1,106 ≦ 1,914 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 1,166 ≦ 1,770 ○

橋軸方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 0.89 ≦ 1.20 ×

タイプⅠせん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,077 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,269 ○

直角方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 0.91 ≦ 1.20 ×

タイプⅠ せん断 S,Ps kN 1,095 ≦ 1,914 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 1,166 ≦ 1,770 ○

なし

0.70

段落し部を補強する方針とす
る。

段落し部損傷

段落し部損傷

0.34

0.34

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

単柱式RC矩形柱橋脚 橋脚高

S54道示（推定） 支承条件 橋軸方向 F-M・F-M・F-M

SD295、σck=21N/mm2 支承条件 直角方向 F-F-F-F

直接基礎 死荷重反力

Ⅰ種地盤 分担重量 橋軸方向
分担重量 直角方向

直角方向
柱基部(直角方向)は、断面に余
裕がある。

段落し部損傷

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

備考・補強方針・申し送り等

柱
橋軸方向
タイプⅠ

柱基部

橋軸方向
柱基部(橋軸方向)は、断面に余
裕がある。

柱
直角方向
タイプⅡ

柱基部(直角方向)は耐力が不
足している。

2.00

0.60

段落し部1
主鉄筋変化

段落し部1(主鉄筋変化部)を補
強し、段落し損傷をなくす。

0.74

0.70

段落し部を補強する方針とす
る。

段落し部損傷
柱
橋軸方向
タイプⅡ

柱基部(橋軸方向)は耐力が不
足している。

1.61

柱
直角方向
タイプⅠ

段落し部2
主鉄筋変化

段落し部2(主鉄筋変化部)を補
強し、段落し損傷をなくす。

レベル1地震時の既設照査（基礎）

作用値 許容値 判定

転倒 偏心量 e,ea m 0.774 ≦ 2.000 ○

滑動 滑動安全率 Hu/H 1.200 ≦ 3.721 ○

支持力 V,Qa kN 4,524 ≦ 32,394 ○

転倒 偏心量 e,ea m 0.997 ≦ 2.000 ○

滑動 滑動安全率 Hu/H 1.200 ≦ 3.311 ○

支持力 V,Qa kN 4,524 ≦ 27,900 ○

σc,σca N/mm2 1.9 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 94.5 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.173 ≦ 1.304 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 1.4 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 71.4 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.111 ≦ 1.859 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

※1 τmがτaを超過する場合はせん断補強筋を配置Aw>Awreq。

レベル2地震時の既設照査（基礎）

作用値 許容値 判定

曲げ耐力 M,My kNm 1,021 ≦ 1,194 ○

せん断耐力 S,Ps kN 693 ≦ 1,181 ○

曲げ耐力 M,My kNm 619 ≦ 1,118 ○

せん断耐力 S,Ps kN 609 ≦ 1,843 ○

橋軸方向
フーチング(橋軸方向)は、断面
に余裕がある。

直角方向
フーチング(直角向向)は、断面
に裕がある。

フーチング
橋軸方向

タイプⅡ・水位無し
十分な耐力を有しているが、柱耐
力を増加させると基礎体力が不足
するため、基礎補強が必要となる。

フーチング
直角方向

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

タイプⅡ・水位無し
十分な耐力を有している。

フーチング

安定計算
橋軸方向

直接基礎(橋軸方向)は、支持力
に余裕がある。

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

安定計算
直角方向

直接基礎(直角方向)は、支持力
に余裕がある。

- 6 -

今後は、単純桁の形式のままでの補強と、上部工を連結させて連続桁に形式を変更した補強を比較し、
補強方針を決定していく。

４.耐震照査

耐震照査を満足しなかったため(レベル2地震時)、補強が必要である。
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1. P2橋脚設計概要 既設照査

基本条件
橋脚形式 12.00 m

建設時道示

橋脚材料

基礎形式 1,180 kN

地盤種別 680 kN

液状化 1,180 kN
※死荷重反力・分担重量直角方向は水重含む。

分担重量橋軸方向は水重含まない。

レベル1地震時の既設照査（柱部）

作用値 許容値 判定

σc,σca N/mm2 4.5 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 115.6 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.090 ≦ 0.355 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 3.8 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 107.1 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.082 ≦ 0.189 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

※1 τmがτaを超過する場合はせん断補強筋を配置Aw>Awreq。

レベル2地震時の既設照査（柱部）

作用値 許容値 判定

基準設計水平震度 khc0
破壊形態 ×
設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 432 ≦ 538 ○

せん断耐力 Ps kN - - 1,286

塑性率 μ,μa 1.491 ≦ 2.049 ○

基準設計水平震度 khc0
破壊形態 ×
設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 827 ＞ 538 ×

せん断耐力 Ps kN - - 1,548

塑性率 μ,μa 6.555 ＞ 3.099 ×

基準設計水平震度 khc0

破壊形態 ×

設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 602 ≦ 1,166 ○

せん断耐力 Ps kN - - 1,784

塑性率 μ,μa 0.909 ≦ 2.083 ○

基準設計水平震度 khc0

破壊形態 ×

設計水平震度 khc

保有耐力 ｋｈｃ・W,Pa kN 1,311 ＞ 1,166 ×

せん断耐力 Ps kN - - 1,980

塑性率 μ,μa 3.835 ＞ 3.166 ×

橋軸方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 0.93 ≦ 1.20 ×

タイプⅠせん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,077 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,269 ○

直角方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 1.02 ≦ 1.20 ×

タイプⅠ せん断 S,Ps kN 1,106 ≦ 1,914 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 1,166 ≦ 1,770 ○

橋軸方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 0.89 ≦ 1.20 ×

タイプⅠせん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,077 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 538 ≦ 1,269 ○

直角方向 曲げ MTy0/MBy0 kNm/kNm 0.91 ≦ 1.20 ×

タイプⅠ せん断 S,Ps kN 1,095 ≦ 1,914 ○

タイプⅡ せん断 S,Ps kN 1,166 ≦ 1,770 ○

なし

0.70

段落し部を補強する方針とす
る。

段落し部損傷

段落し部損傷

0.34

0.34

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

単柱式RC矩形柱橋脚 橋脚高

S54道示（推定） 支承条件 橋軸方向 F-M・F-M・F-M

SD295、σck=21N/mm2 支承条件 直角方向 F-F-F-F

直接基礎 死荷重反力

Ⅰ種地盤 分担重量 橋軸方向
分担重量 直角方向

直角方向
柱基部(直角方向)は、断面に余
裕がある。

段落し部損傷

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

備考・補強方針・申し送り等

柱
橋軸方向
タイプⅠ

柱基部

橋軸方向
柱基部(橋軸方向)は、断面に余
裕がある。

柱
直角方向
タイプⅡ

柱基部(直角方向)は耐力が不
足している。

2.00

0.65

段落し部1
主鉄筋変化

段落し部1(主鉄筋変化部)を補
強し、段落し損傷をなくす。

0.74

0.70

段落し部を補強する方針とす
る。

段落し部損傷
柱
橋軸方向
タイプⅡ

柱基部(橋軸方向)は耐力が不
足している。

1.73

柱
直角方向
タイプⅠ

段落し部2
主鉄筋変化

段落し部2(主鉄筋変化部)を補
強し、段落し損傷をなくす。

レベル1地震時の既設照査（基礎）

作用値 許容値 判定

転倒 偏心量 e,ea m 0.586 ≦ 2.000 ○

滑動 滑動安全率 Hu/H 1.200 ≦ 4.868 ○

支持力 V,Qa kN 5,861 ≦ 51,803 ○

転倒 偏心量 e,ea m 0.769 ≦ 2.000 ○

滑動 滑動安全率 Hu/H 1.200 ≦ 4.290 ○

支持力 V,Qa kN 5,861 ≦ 13,692 ○

σc,σca N/mm2 1.8 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 90.2 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.165 ≦ 1.300 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 1.3 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 69.4 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.035 ≦ 0.557 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

※1 τmがτaを超過する場合はせん断補強筋を配置Aw>Awreq。

レベル2地震時の既設照査（基礎）

作用値 許容値 判定

曲げ耐力 M,My kNm 1,079 ≦ 1,194 ○

せん断耐力 S,Ps kN 749 ≦ 1,297 ○

曲げ耐力 M,My kNm 658 ≦ 1,118 ○

せん断耐力 S,Ps kN 645 ≦ 1,938 ○

橋軸方向
フーチング(橋軸方向)は、断面
に余裕がある。

直角方向
フーチング(直角方向)は、断面
に余裕がある。

フーチング
橋軸方向

タイプⅡ・水位無し
十分な耐力を有しているが、柱耐
力を増加させると基礎体力が不足
するため、基礎補強が必要となる。

フーチング
直角方向

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

タイプⅡ・水位無視
十分な耐力を有している。

フーチング

安定計算
橋軸方向

直接基礎(橋軸方向)は、支持力
に余裕がある。

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

安定計算
直角方向

直接基礎(直角方向)は、支持力
に余裕がある。

- 7 -

今後は、単純桁の形式のままでの補強と、上部工を連結させて連続桁に形式を変更した補強を比較し、
補強方針を決定していく。

耐震照査を満足しなかったため(レベル2地震時)、補強が必要である。
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1. A1橋台設計概要 既設照査

基本条件
橋脚形式 1.90 m

建設時道示

橋脚材料

基礎形式 540 kN

地盤種別 129 kN

液状化
※死荷重反力・分担重量直角方向は水重含む。

分担重量橋軸方向は水重含まない。

レベル1地震時の既設照査（断面計算）

作用値 許容値 判定

σc,σca N/mm2 0.3 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 0.5 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.039 ≦ 0.336 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 0.8 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 74.2 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.006 ≦ 1.730 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 0.2 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 17.4 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.021 ≦ 0.995 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

※1 τmがτaを超過する場合はせん断補強筋を配置Aw>Awreq。

レベル1地震時の既設照査（基礎）

作用値 許容値 判定

水平変位 cm 0.13 ≦ 1.50 ○

押込力 kN 267 ≦ 361 ○

引抜力 kN 84 ≦ 260 ○
圧縮応力度 σc,σca N/mm2 69 ≦ 210 ○
引張応力度 σs,σsa N/mm2 23 ≦ 210 ○

せん断応力度 τm,τa1 N/mm2 7 ≦ 120 ○

垂直支圧応力度 σcv,σcva N/mm2 2.69 ≦ 15.75 ○
垂直押抜せん断応力度 τv,τva N/mm2 0.15 ≦ 0.85 ○

水平支圧応力度 σch,σcha N/mm2 1.42 ≦ 15.75 ○
水平押抜せん断応力度 τh,τha N/mm2 0.13 ≦ 0.85 ○

なし

逆T式橋台 橋台高

S54道示（推定） 支承条件 橋軸方向 F-M・F-M・F-M

SD295、σck=21N/mm2 支承条件 直角方向 F-F-F-F

杭基礎 死荷重反力

Ⅱ種地盤 L1水平力 橋軸方向

前趾付け根は、断面に余裕が
ある。

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

竪壁基部は、断面に余裕があ
る。

安定計算
杭基礎は、支持力で決定され
ている。

杭本体
杭本体は、断面に余裕があ
る。

杭頭結合部は、支持力に余裕
がある。

杭頭結合部

竪壁基部

前趾付け根

後趾付け根
後趾付け根は、断面に余裕が
ある。

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

1. A2橋台設計概要 既設照査

基本条件
橋脚形式 1.90 m

建設時道示

橋脚材料

基礎形式 540 kN

地盤種別 81 kN

液状化
※死荷重反力・分担重量直角方向は水重含む。

分担重量橋軸方向は水重含まない。

レベル1地震時の既設照査（断面計算）

作用値 許容値 判定

σc,σca N/mm2 0.2 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 0.9 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.031 ≦ 0.336 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 0.8 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 80.1 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.006 ≦ 1.730 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

σc,σca N/mm2 0.2 ≦ 10.5 ○

σs,σsa N/mm2 22.3 ≦ 270 ○

τm,τa1 N/mm2 0.021 ≦ 0.995 ○

Aw,Awreq(※1) mm2

※1 τmがτaを超過する場合はせん断補強筋を配置Aw>Awreq。

レベル1地震時の既設照査（基礎）

作用値 許容値 判定

水平変位 cm 0.50 ≦ 1.50 ○

押込力 kN 286 ≦ 400 ○

引抜力 kN 64 ≦ 252 ○
圧縮応力度 σc,σca N/mm2 122 ≦ 210 ○
引張応力度 σs,σsa N/mm2 76 ≦ 210 ○

せん断応力度 τm,τa1 N/mm2 6 ≦ 120 ○

垂直支圧応力度 σcv,σcva N/mm2 2.87 ≦ 15.75 ○
垂直押抜せん断応力度 τv,τva N/mm2 0.16 ≦ 0.85 ○

水平支圧応力度 σch,σcha N/mm2 1.23 ≦ 15.75 ○
水平押抜せん断応力度 τh,τha N/mm2 0.11 ≦ 0.85 ○

なし

逆T式橋台 橋台高

S54道示（推定） 支承条件 橋軸方向 F-M・F-M・F-M

SD295、σck=21N/mm2 支承条件 直角方向 F-F-F-F

杭基礎 死荷重反力

Ⅱ種地盤 L1水平力 橋軸方向

前趾付け根は、断面に余裕が
ある。

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

竪壁基部は、断面に余裕があ
る。

安定計算
杭基礎は、支持力に余裕があ
る。

杭本体
杭本体は、断面に余裕があ
る。

杭頭結合部)は、支持力に余
裕がある。

杭頭結合部

竪壁基部

前趾付け根

後趾付け根
後趾付け根は、断面に余裕が
ある。

照査箇所・照査項目 単位
既設照査

備考・補強方針・申し送り等

- 8 -

A1,A2橋台はレベル1地震時の耐震照査を満足した。
橋台は補強不要となる。
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土留め比較図（親杭横矢板案）

６.２ 仮設計画
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土留め比較図（ライナープレート案）
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